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リスク 

気候   
ハザード 

暴露 
（ばくろ） 

脆弱性 
（ぜいじゃくせい） 

影響評価、特にリスク評価におけるハザードの位置づけ 

リスクを引き
起こす可能性
のある危険な
気象現象 

※ リスク評価をイメージした気候ハザード情報の作成が求められる 



気候予測研究と影響評価研究の橋
渡しを行うのがダウンスケーリング 

全球モデル出力 

からわかる情報
（将来予測） 

温暖化対策策定に
必要な情報 

両者の間に
は大きな
ギャップがあ
る 

ダウンスケーリングって一体何？ 



2種類のアプローチがある 

• (i) 解像度を少しおさえて全日本を見る。 

–アンサンブル実験数を増やして確率的に見ること
も可能。 

• (ii) 解像度を出来るだけ上げてイベントをお
さえる。 

– イベントの詳細な構造の再現が可能となる。 



それぞれに使い道がある。 

• (i) 全日本を同時に見る 

–農業・・・・・いもち病の危険度 

–健康・・・・・デング熱媒介蚊 

–生態系・・・竹林の生育可能エリア 

• (ii) 特定イベントに注目する 

–水害・・・・・スーパー台風による高潮被害 



いもち病 

いもち病 

○ 弱い雨が継続する 
○ 弱い風 
○ 晴れの日が少ない 
 発症の危険度が高まる 

菅野＠東北農研センター提供 

豊作 

農業 

ＲＥＣＣＡとの連携研究 



３つの全球モデルからダウンスケーリングした日本付近の
雨の変化の予測結果 

○ 夏季の降水量 

○ 平均降水量は増加する 

○ 降水頻度は減少する 

○ 一回の降水量は増加する 

全球モデルから来る予測の不確
かさを減らすべく、複数のモデル
をダウンスケールした。 

温暖化により、降水強度が増
加する傾向にあることは、他の
研究からも言われている。 

吉田他 （JAMC ２０１５） 

平均値 



○ 将来、平均降水量は増加する。 

○ しかし、降水頻度が減り、降水強度は増す 

○ 葉の表面の湿り気（LW)は減少する 

○ いもち病の発症危険度は減少する 

吉田他 （JAMC ２０１５） 

平均値 



ヒトスジシマカの生息可能範囲の変遷 

環境省環境研究総合推進費 S-8 2014報告書（p13）より 

健康 
環境省推進費S-4/8の成果の利用 

デング熱媒介蚊である
ヒトスジシマカは、年平
均気温11℃以上の地域
に定着する 

生息域は
北上を続け
ている。 



年平均気温がヒトスジシマカの生息のしきい値（11℃）を超す確率が95
パーセント以上のところに色がついていている。 

NHRCM05 （アンサンブル平均SST実験） でのヒトスジシマ
カ生息可能範囲の 8.5Wシナリオによる変化 （パターンス
ケーリングの手法を適用） 

（日比野＠筑波大作成） 

S-8の成果の応用の試み 



竹林の生育可能エリアの変化 

• 竹は最も成長が早い植
物の1つで、2-4か月の
間に5-25ｍに達する。 

• ここでは、マダケ・モウ
ソウチクに注目する。
日本では人為移入種。 

• 管理放棄された竹林は
近隣の生態系を脅かす。 

 

 

生態系 

高野＠東北大 提供 

創生C/Dの連携研究 



Bamboos invading an adjacent 

Satoyama forest 

雑木林を置換しつつあるタケ 

竹林の分布エリアの変化 

中静＠東北大 提供 

○ 竹林の分布は、現在は主と
して日本の南の方に限られてい
るが、将来は広がる可能性が
ある。 
 

○ ダウンスケーリング結果か
らこれを予測してみた・・・ 

環境省 里地里山パンフレットより 

http://www.shizen.or.jp/nature/img/bamboo.jpg


最悪シナリオの台風による高潮に
対する温暖化の寄与 
ー台風ハイヤンを例にー 

高薮出・佐々木秀孝（気象研） 
日比野研志（筑波大） 
塩竈秀夫（国環研） 

森信人・竹見哲也（京大防災研） 
澁谷容子（鳥取大） 

Environmental Research Letter (2015) 

水害 創生A/C/Dの連携研究 

森＠京大防災研 提供 



台風ハイヤンのALL/NAT実験 
課題間連携研究 A/C/D 

D 

C 

A 

20km 

5km 

1km 

NAT（自然条件実験）： SSTと大気鉛直成層を150年前にセット 
ALL（現在再現実験）： JMAの週間アンサンブル予報のダウン
スケーリング実験 

150年前の世界
の創出 

地域気候モデルによる
アンサンブルダウンス
ケーリング 

雲解像モデルによる
ダウンスケーリングと
高潮の評価 

(高薮他, ERL2015) 



自然条件実験 

• 海面水温を150年前にリセット 

• 大気環境を150年前にリセット 

 

• 疑似温暖化（PGWD)手法なので 
–大循環パターンはいじっていない 

–発生した台風がどうなるか？しか見ていない 

 

• 大気モデルなので、エクマンポンピング等の
湧昇の影響は見ることができない。 

 



NAT実験とALL実験でのハイヤンの
最大強度の差 

(高薮他, ERL2015) 

最大風速
が大きい N

A
T 
（
自
然
条
件
実
験
）

 

ALL （現在再現実験） 

最低中心気
圧が低い 

15/16 

15/16 

生涯最低中心気圧 生涯最大風速 

-6.44 ± 4.98hPa 

2.89 ± 2.06m/s 



台風ハイヤン実験で計算された高潮 

NAT （自然条件実験） ALL （現在再現実験） 

ALL実験の方で湾奥の高潮が高
い (平均偏差で20%増加） 

最大3.8m （平均2.19m） 最大4.27m （平均2.60m） 

(高薮他, ERL2015) 



台風による高潮災害の評価等に繋がる研究 

台風ハイヤンによるタクロバンの高
潮災害の模様 

森＠京大防災研 提供 

※ 本研究では、フィリピンを襲う台風の頻度解析をしているわけではないことに注意 

森＠京大防災研 提供 



様々な応用研究 

• 「気候シナリオ」の意味するところは研究者によりまち
まち。 

• 必要な要素も年平均気温～局地的な雨・風までさまざ
まである。 

 

• 「農業・生態系」分野では主として月平均データ位で良
い。評価手法の改良が加えられてくると「極端」な値も
有用となってくる。 

• 「水害・沿岸災害」分野では、平均場だけでなく洪水が
起こるイベントなども重視している。 

• 「沿岸災害」分野では、台風などの高潮被害に絡み、
時間毎の風の局地的な解析値がほしい。 
 



テーマC 
気候変動リスクの 
基盤技術開発 

テーマD 
 課題対応型の精密な 

影響評価 

①情報を必要としているのは一体誰？ 

②彼らが必要としている情報は何？ 

③その情報を得るのに必要な研究は？ 

④その研究に必要な気候情報は？ 

①モデルの精度などの情報提示 

②提供可能なデータのリスト提示 

詳細な気候情報の創出 減災に繋がる評価 

データ活用へ向けての打ち合わせの必要性 

不確実性を含む 
日本全域の情報の創出 

防災に繋がる評価 

打ち合わせ 


